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パブリック・コメント
ひたちなか市公民館等施設使用料の改正に関する条例（案）について

改
正
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ば
ら
つ
き
の
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た
現
行
の
料
金
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的
な

㎡
単
価
と
し
、
中
央
公
民
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の
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価
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と
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新
料
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現
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よ
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低
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さ
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。

（
注
）
自
治
会
、
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
な
ど
、
ま
た
、
公
共
団
体
は
こ
れ

ま
で
通
り
全
額
減
免
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
し

ま
す
。

○
公
民
館
等
の
利
用
実
態

使
用
料
減
免
団
体
の
公
民
館
等
使
用
率
は
全
体
の
約
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・
５
%
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
住
民
検
診
や
自
治
会
・

学
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関
係
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
等

資
料
の
閲
覧

市
の
ホ
ー
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、
各
公
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館
・
コ
ミ
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ニ
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ィ
セ
ン
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、
学
習
セ
ン
タ
ー

意
見
等
を
提

出
で
き
る
方

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
方
。
市

内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
方
。
本
市
に

対
し
納
税
義
務
を
有
す
る
方
。

提
出
さ
れ
た

意
見
の
公
表

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
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は
、
内
容
を
簡
単

に
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り
ま
と
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、
市
の
考
え
方
を
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、
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終
的
に
決
定
さ
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画
と
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て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
ま
す
。
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　湊鉄道線の存廃について、市は、茨城交通株式会社から廃線の打
診があって以降、湊鉄道対策協議会を設置して存続に向けた協議を
重ね、さまざまな利用促進事業に取り組んできました。
　このなかでは、沿線高校や企業の定期利用促進、自治会やコミュ
ニティ組織の協力による研修事業への組み入れ、幼稚園・小中学校
の遠足等での利用。さらに、市民団体の「おらが湊鐵道応援団」に
よる講演会や自治会、高校と連携した花植え、駅の美化、写真展示会、
那珂湊駅のパーク&ライド実験などが実施されています。
　このようななか、多くの市民の皆さんのご協力をいただき、これ
まで毎年続いていた湊線利用者の減少に歯止めをかけることができ
ました。ありがとうございます。
　これまでに市では、茨城交通に鉄道部門の子会社を設立して運営
するよう申し入れてきました。しかし、経営再建途上にある茨城交
通が、単独出資をして鉄道事業を継続することは、極めて困難であ
ることが明らかになりました。
　鉄道事業の運営には、鉄道免許や運行に関する専門的な技術を
もった人員体制も必要です。そこで、茨城交通と市が共同出資する
第三セクター方式で、新会社を設立して運営する方向で調整が進め

られてきました。
　また、茨城県も日立電鉄、鹿島鉄道など県内のローカル鉄道の廃
線が相次いでいることから、湊鉄道線の存続に関しては、国の

　※
「鉄道・

軌道近代化施設整備費補助」へ協調補助を行うことしました。
　さらに、新会社出資に対する補助や経営安定化のための補助制度
を創設し、県として最大限のバックアップを行うことになりました。
　このことから、9月 27 日に県庁知事室で、橋本昌知事、本間源
基市長、竹内順一茨城交通社長の三者で、第三セクター方式による
湊鉄道線の存続を表明しました。
　国、県からの支援を最大限に活用しながら、市民の足を確保する
ため、市も鉄道事業への経営参画と支援を行い、市民鉄道として市
民、事業者、行政で湊鉄道線を支えていこうと考えています。
　ひとまず、湊鉄道線の廃線を回避することができました。しかし、
市民鉄道としての新生湊鉄道線を支えていくには、市民の皆さんの
鉄道存続へのご理解と利用増進が不可欠です。
　今後とも温かいご支援とご協力をお願いいたします。

市企画調整課☎内線 1311

合意された市の財政的な支援策の内容
○ 新会社への出資
○ 新会社の設備投資に対する補助
(国・県・市で約1/3ずつ補助する )

○ 新会社の経営に対する補助
(固定資産税・都市計画税相当額、さらに赤字が見込まれる
場合は県とともに修繕費の補助を行う )
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『 湊線の存続に
　　　三者合意 』
湊線を利用しましょう（その 10）

湊線の存続について合意をし、お互いに握手がかわ
されました。  本間市長、橋本知事、竹内社長 (左から )

殿山駅周辺には、那珂湊二高や水産加工団地などがあることから、湊
線を使った通勤通学者が多く見られます。 
湊線が存続することになって、利用者は一様に「良かった」との声。
工場に通う女性の一人は、「通勤に湊線を利用しているので、存続は
うれしい」と話していました。

写真=殿山駅 朝の風景

  湊線 湊線 

～市と茨城交通の出資による第３セクターで存続～

　※鉄道・軌道近代化施設整備費補助
中小鉄道事業者に対し、安全性の向上およびびサービスの改善のために要する
費用を補助し、鉄道の安全性の確保および利便性の向上を図る制度。
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